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の納期は8月15日か

ら31日ま でです。
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成】して納めると便

利です。
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茶毒ガ の 発生に 注意

茶毒コザの発生時期となりますので、つば~、

茶、サザンカなどの樹木をよくしらペ、 幼虫

(イ ラ虫〉をみつけたら、薬剤 (BHC粉剤

油剤〉を散布しましょう。薬剤jは保険衛生課

にもあります。

① 

鈴

田

専

念

寺

付

近

未
曽
有

の
大

水

害

(
竹山
年

1
月
)
に
よ
り
鈴
田
平
小
川
郷
、
中
旦
郷
の

専
念
寺
付
近
一
帯
は
鈴
問
川
の
溢
水
、
護
岸
の
欠
決
で
水
田
、
畑
は
石

原
と
化
し
ま
し
た
。
そ
の
後
献
身
的
な
復
旧
作
業
が
つ
づ
け
ら
れ
、
石

原
の
田
畑
も
翌
三
十
三
年

の
夏
に
は

植
付
け
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
い
ま
で
は
鈴
田
川
護
岸
も
立
派

に
で
き
あ
が
り
災
害
前
よ
り
き
れ
い

に
な
っ
て
い
ま
す
写
真
〔
上
〕
災
害

時
〔
下
U

復
旧
後

畑と護岸

T
』

.

藤

の

川

排

水

路

で

、

納

期

内

(

八

月

三

十

一

日

)

ま

ιト
?

工

事

は

都

市

計

画

で

に

納

付

し

て

く

だ

さ

い

。

な

お

トフ

ト

事

業

と

し

て

毎

年

該

当

す

る

と

思

わ

れ

る

車

全

附

有

山
知
山
吋
官
民
吋
一
納
入
に

2
%
の
報
償
金
一
以
内
政
下
位
詰

摩
川
け
六
年
度
事
業
と
し
一

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
方
法
一
た
し
ま
す
。

き

ま
し
た
か
ら
、
全
員
も
れ
な

一
の
点
に
つ
い
て
は
税
務
課
ま
た
は

富

川

て
諏
訪
橋
下
か
ら
一

一

一

一

出

張

所

に

お

た

ず
ね
く
だ
さ
い
o

E
巴

¢

一

は

、
印
紙
で
納
め
る
方
法
と
一
年
一

取
ま
と
め
納
入
組
合
で
納
期
内

一
く
取
ま
と
め
納
入
組
合
に
加
入
し

一

一市

駅

下
流
ヘ
百
六
十
九
一
以
上
の
年
単
位
か
六
十
室
で
の
一

に
納
め
ら
れ
た
分
に
つ
い
て
は
、

一
て
納
め
て
く
だ
さ
い
。
組
合
加
入

一

(

税
務
課
)

E
i
高

M
幅
四

M
の
護
岸

一

一

一

一

市
…
星
積
石
垣
(
二
分
を
一
括
し
て
前
納
す
る
万
法
が
一
納
付
額
の
二
%
を
報
償
金
と
し
て
一
者
の
国
民
年
金
手
帳
は
七
月
末
日
一

板

金
工
の
労
賃
一

n
p
"

、
一
あ
り
ま
す
が
、
個
人
納
入
で
は
、
一
交
付
い
た
し
ま
す
。

一ま
で
に
納
入
さ
れ
た
も
の
も
、
八

一

割

・

0
八
O
卒
万
五
忘
れ
た
り
あ
る
い
は
多
忙
で
納
め
一

語
、
乙
の
規
則
の
制
定
が
お
一
月
に
納
入
さ
れ
る
分
と
い
っ
し
ょ
一
八
百

1
千
二

百
円

で
施
工
す
る
乙
と
と
な
り
、
八
月
一に
存
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

ナ
¥
れ
た
た
め
四、

五
、
六
月
分
の

τ、
月
末
ま
で
に
市
福
祉
事
務
所
一
大
村
板
金
工
業
協
同
組
合
(
東

上
旬
着
工
し
ま
し
た
。
工
費
は
一ニ一で
、
ぜ
ひ
、
納
入
組
合
を
つ
く
っ
有
期
限
が
七
月
末
日
ま
で
と
な
っ

一ま
た
は
各
出
張
所
に
納
入
組
合
設

一彼
地
区
雲
む
)
で
は
こ
の

5

百
万
円
で
、
完
成
は
十
一
月
末
の
一
て
取
ま
と
め
納
入
を
お
ね
が
い
い
一
て
い
る
の
を
、
特
例
に
よ
り
八
月
冨
と
と
も
に
提
出
し
て
く
だ
さ

写
務
賃
金
を
つ
ぎ
の
と
お
り
決
め

市

道

本

町

片

妻

、

都

市

一

西

大

村

幼

稚

一
て
も
報

償

金

を

交

付

す

る

と

と

に

一

ネ

f

一
ま
す
。

町

線

を

舗

装

計

画

事

業

と

一

国

を

再

建

一

一

一

一

一

労

務

賃

金

H
一
日
千
工
百
円
、川

し
て
市
道
本
町
片
町
線
五
百

M
一

さ
る
七
月
二
日
焼
失
し
た
市
立
一

.
税

.

車

の

種

類

に

よ

り

改

正

一千
円
、
八
百
円
(
仕
事
長
易
そ

(
八
坂
神
社
付
近
か
ら
大
村
小
学
一西
大
村
幼
稚
園
は
こ
の
た
び
再
建
一
・

z
・

一

一

車
十

一の
他
に
よ
る
)

校
前
i
三
十
四
号
国
道
ま
で
)
幅
一す
き
と
と
な
り
、
西
大
村
小
学
日

新

一

差

額

の

納

付

は

8
月
末
ま
て
一
乙
の
金
額
は
長
崎
県
工
業
連
合

七
・
五
討
の
舗
装
を
実
施
す
る
一
校
西
側
に
建
設
を
は
じ
ま
し
た
。

一

泊日

一

一

一

向

ヨ
・

一
会
で
七
月
二
十
日
決
定
し
た
も
の

乙
と
に
な
り
ま
し
た
。
工
費
は
六
一乙
れ
は
木
造
平
家
連
一
棟
三
百
九
一

・
戸
仁
・

哨
万
税
法
の
一部
が
一
車
の
所
有
者
で
今
固
め
改
正
に
よ

一

百
九
十
高
、
八
月
二
十
日
着
工
一
士
一
一
芸
メ
ー
ト
ル
で
敷
地
は
千一

・

軽

・

改
正
(
悶
和
ゴ
干
六
ア
り
そ
の
差
額
を
納
め
て
い
た
だ
か
一
で
す
。

し
、
十
二
月
完
成
の
予
定
で
す
。

一
九
百
六
十
五
平
方
れ
で
す
。
八
一
年
法
待
第
七
十
四
号
)
さ
れ
、
軽
一
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
(
納
税
義
一

t
i}
1
1
}
t
i
t
i

一

一

一

一

人

は
右
車
は
左
目
交
湿

な
お
、
工
事
期
間
中
は
一
方
交
一
月
五
日
着
工
、
九
月
末
峻
工
の
予
一
自
動
車
税
の
税
率
が
下
表
の
と
お
一
務
者
)
に
は
八
月
十
五
日
付
で
徴
一

通
を
い
た
し
ま
す
。
(
建
設
課
)
一
定
で
す
。
一
り
改
正
に
な
り
ま
し
た
。
軽
自
動
一
税
令
曹
を
郵
送
い
た
し
ま
し
た
の
一
法
規
を
守
り
ま
し
ょ
う

げ
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一2
時
叩
分
I
4時

西
部
公
民
舘
一
日
時
1
ロ
時
東
光
寺
公
民
館
日
一

小
路
口
住
宅
、
竹
松
住
宅

ト

1
1
1
1

、4
}

』

A

'

E

A

P

P

‘‘，帳

、‘F

一

一

一

-
A
1
4
う，
ーっ
it議
MS由
民

ふ

ラ

一
H
祝
崎
、
舟
津
、
蔦
川
内

一
野
岳
北
・
南
、
野
田
、
卒
原
、
東
一

1
時
J

3
時
営
住
宅
公
民
舘

ー
ι
Jん
t
-本
小
太
1ι
も
刷
工
」

3

7

4日9
時
1
m時
小

川

一

光

寺

一

日
原
口
、
宮
、
原
口
住
宅
、
今

一
内
公
民
舘
け
小
川
内
、
卒

・一1
時
I
4時
松

原
公
民
館
H
橋
一
津
、

富
ノ
原

h
砂
'
Uほ
を

ろ

っ

て

受

ナ

ま

し

ょ

う

一

5
3時中
盟
公
民
舘
一
本
、
宮
本
語
、
精
一
区
・
ニ
一

9
月

η
日
9
時

Jutμ

3
M
l
F
n
4
1
Z
J
a
r
-
-4
濯
J
E
t
-
-
“c
I
t

，J
H申
里
よ
・
下
、
内
倉
、
古
松

一区
、
江
川

一公
民
舘
H
坂
口
、
池
田

一
2
時
叩
分
i
4時
陰
平
上
公
民
一

9
月
7
日

9
時

t
m時
初
分
一

円
時
均
分
1
2
時
池
田
公
民
舘

戦
前
は
死
亡
順
位
第
一
位
を
占
め
一
無
料
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
を
実
施
い

一い
て
い
な
け
れ
ば
、
下
着
を
着
た
一
舘
日
陰
卒
上
・
下
一
今
富
公
民
舘
U
今
富
、
野
田
、

重
一H
池
田
九
・
十

・十

一区

て
い
た
結
核
の
死
亡
率
は
、
医
学
一
た
し
ま
す
。

一ま
ま
撮
影
で
き
ま
す
の
で
、
念
の
一

1
時
J
2
時
岩
松
公
民
館
H
岩

事

国

一

2
時
J
込

書

公

民

帝

都

の
進
歩
、
襲
撃
の
普
及
に
よ
冨
は
結
核
と
い
わ
れ
た
だ
け
で
も
ナ
た
め
申
添
え
て
お
き
ま
す
。

一松

一
品
占
時
弥
勅
寺
公
民
舘
H
一
訪
三
了
七
・
九
区

星
回
速
に
減
少
し
、
戦
闘
の
死
亡

一
「
一
生
駄
目
だ

・

」

と

い

っ

て

一

{

保

険

衛

義

)

一

9
月
2
日

9
時
1
U時
黒
木
一
番
寺
、
立
福
寺
、
矢
上
、
草
場
一

9
月
日
日
Q

時
t
ロ
時
植
松

宮
高
か
つ
を
ろ
に
比
べ
る
と
一お
り
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
早
く
一
実
施
日
割

一
小
学
校
日
索

、

北

川

内

一

1
時
t
4時
書

公

民
館
リ
寿
一
公
民
館
H

思

六
分
の
一
以
下
に
減
少
し
、
死
因
一
発
見
し
て
治
療
を
は
じ
め
れ
ば
一

一9
月
5
日

9
時
l
m時
久

良

一

古

、

昔

、

自

一

1
時

岡
崎
将
納
期
内
の
取
り
ま
と
め
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水

稲

成

期

を

や

や

す

ぎ

た

と

ろ

、

悦

二

化

メ

イ

虫

且

一

化

メ

イ

議
最
盛
日
お
よ
び
発

望

ω種
い
も
の
切

断

夏

の
雨
量

2
2る
し

ニ

生
で
は
二
十
日
ご
ろ
と
幼
悶

ω
虫
の
防
除
は
つ
ぎ
の
点
に
つ
い
は
農
協
を
通
じ
て
速
報
さ

れ

秋

同
鈴
レ
ょ
争
組
付
け
る
に

台
風
シ
ー
ズ
ン
に
も
入
り
ま
す

川

一

山

門

病

害

虫

の

防

除

】

伸

長
期
を
や
や
過
ぎ
た
乙
ろ
、
て
注
意
し
て
行
な
っ
て
く
だ
さ
ま
す
が
、

ラ
ジ
オ
、
新
聞
の

当
っ
て
、
種
い
も
を
丸
旨
か
ら
、
ト
震

性

5
1
I

川
紋
枯
病

H
紋
柏
病
の
発
生
を
八
月
三
十
日
ご
ろ
が
よ
い
と
思
い
。

発
表
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

の
ま
ま
刷
付
け
る
か
、
切
断
ぶ
ん
注
意
し、

集
水
、
排
水
掛
川

一

川
見
て
い
ま
す
。

紋
枯
病
の
減
収
い
ま
す
。

薬
剤
ま
モ
ン
ゼ
ッ
ト
第
二
化
則
の
防
除
は
発
蛾
最

h

し
た
イ
モ
争
組
付
け
る
か
は
存
整
制
し
、

士
羽
の
ぐ
ず
れ
や
川

一

…
は
多
い
と
き
は
三
O
%
に
も
達

ア

ソ

ヨ
等
効

恥

が

あ

り

ま

す

筋

書

心

と

し

て

行

な

い

ま

そ

さ

し

極
め
て
重
一定

問
題
で
す
o

ず
い
所
は
ク
イ
打
ち
な
ど
を
し

…
一

川
す
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

紋
枯
病

イ
モ
チ
病
の

出

て

い

る

所

で

は

ず

。

【

秋

馬

鈴

薯

の

栽

培

】

他

の
植
物
に
比
べ
て、

多
く
て
補
強
し
て
お
き
ま
し
ょ
う。

川
ー一

川
に
よ
る
減
収
は
繋
が
早
く
か
ら

閥
首
イ
モ
チ
の
防
除
を
兼
ね
て

①
発
症
量
が
少
な
い
場
合
は

ω種
い
も
の
消

毒

の

種

い
も
代
を
製
す
る
ほ
か

防

風
林、

破
風
林
の
な
し
困
山

一

川
枯
れ
る
こ
と
に
よ
る
稔
実
の
陣

両
方
に
効
果
の
あ
る
と
い
わ
れ
一

回
で
よ
く
、

発
蛾
最
脇
田

種
い
も
の
表
皮
に
付
着
す
る

種
い
も
の
佐
状
か
ら
切
断
レ
で
は
人
工
防
風
坦
40

設
り

て

、

一

川
害
で
す
か
ら
、

病
気
に
よ
あ
葉

て
い
る
マ
ッ
プ
粉
剤
も
よ
い
で
か
ら
七
日
後
が
最
滴
期
で
、

種
々
の
病
菌
を
約
す
た

め

、

た

方
が
良
い。

風
害
か
ら
守
ら
ね
ば
な
U
ま
せ

山

一

川
の
枯
れ
上
り

を

防

止

す

れ

ば

よ

す

な

わ

ち

馬
鈴
し
ょ
は
頂
部
副
叫
ん
。
海
開
地
柑
で
潮
風
害
方
う

川

一

山

い

乙

と

に

な

り

ま

す

。

少

な

く

ば

れ

い

し

よ

1
種

い

も

の

消

毒

を

完

全

に

勢

と

い

う

件

質
を
や
っ
て
い
る
け
、
そ
の
あ
と
雨
カ
降
ら
な
り

一
一

川
と
も
黄
熟
期
ま
で
に
上
位
三
葉

の

で

、

頂
部
の
発
芽
の
早
い
勢
れ
ば
十
時
間
以
内
に
水
で
邸
仙
川
一

…
が
健
全
で
あ
れ
ば
大

詰

雲

水

稲

1
航

船

は

発

ガ

最

盛

期

を

中

心

に

力

の

強

い

回

を
付
け
て
切
断
す
そ
落
し
ま
し
ょ
う
。

秀

諮
ち

と

川
は
影
響
し
な
い

と

と

に

な

り

ま

る

と

萌
芽
も
早
く、

種
い
も
の
た
場
合
は
、
円
知
を
勘
ぐ
ナ
め
川
一

川
す。

そ
こ
で
上
位
三
葉
を
確
保

し

よ

う

。

そ

れ

よ

り

七

日

以
内
に
完

了

植

付
前
に
丸
イ
そ
の
ま
ま
で

節
約
も
で
き
ま
す

。

す

ぐ
石
灰
乳
を
塗
っ

て
お
き
ま
川

一

川
す
る
た
め
適
期
防
除
が
必
要
に

ア

ソ
ヲ
ン
・
モ
ン
ゼ
ッ
ト
等
し
ま
す
。

ウ
ス
プ
ル
ン
消
毒
を
行
な
い

太
い
も
の
は
こ
つ
切、

四
つ
切

す

。

一

川
な
っ
て
き
ま
す
。

一
回
散
布
す

の

枇
素
剤
は
襲
警
が
起
る
と
と

②
発
生
量
が
多
く
発
蛾
矧
が
ま
ず
。

濃
度
七
O
O
J
八
O
り
と
し
ま
す。

ハ
ダ
ニ
の
発
生
に
は
じ
ゅ
う

川
J

一

川
る
場
合
は
幼
舶
の
伸
長
期
、
つ
が
あ
り
ま
す
の
で
、

水
和
剤
の

長
い
と
思
わ
れ
る
と
き
は
第

O
倍
液
に
漫
漬
し
二
O
J
三
(
七
0
グ
ラ
ム
内
外
を
ご
つ
切

ぶ
ん
注
意
し
て
、

被
害
を
未
然
川

一

川
ま
り
出
憾
十
二
l
十
三
日
前
ど

場
合
は
モ
ン
ゼ
ッ
ト
は
三
O

O

一

回

を

発
蛾
最
楠
期
に
、
第

0
分
間
後
に
水
洗
い
し
て
陰

り
と
し
一

四
0
グ
ラ
ム
内
外
の

に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
貯

川
ハ一

川
ろ
が
適
期
と
恩
わ
れ
ま
す
。
し
O
l
三
五
O
O
倍
、
ア
ソ
ヲ
ン

ニ
回
を
そ
の
後
七
日
自
に
行

干

し
し
ま
す
。
種
い
も
の
ウ
も
の
は
四
つ
切
り
と
す
る
)
小

蔵
庫
は
天
候
の
良
い
日
に
消
毒
山

下
一

川
か
し
発
庄
の
激
し
い
場
合
は

一

は

二
C
o

o
l
二
五
O
O
倍
く

な
い
ま
す
。
薬
剤
は
メ
チ
ル

ス
プ
ル
ン
消
毒
は
、
病
菌
の
さ
い
も
の
は
根
の
つ
い
た
所
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

。

-

山
田
で
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
で
な
く
、
ら
い
と
し
、

二
回
散
布
の
と
き

パ
ラ
チ
オ
ン
粉
剤
が
よ
く
、

防
除
に
役
立
つ
ば
か
り
で
な

一
部
切
断
す
る。

(
県
麗
暗
黒
改
良
普
及
所
)

山一

川
二
回
散
布
の
必
要
が
あ
り
ま
す
は
う
す
め
の
事
使
っ
た
が
よ

R
H
C
粉
剤
の
場
合
は
ニ

く
休
眠
期
建

か
く
し
、
萌

み

か

ん

ニ

川
そ
の
場
合
、
第
一
回
は
幼
糟
形

い

で
し
ょ
う
。

よ
ニ
日
早
目
に
行
な
い
ま
す
芽
そ
促
進
し
ま
す。

川
一

第
一
回
目
を
終
了
し
た
該
当
者

は
も
れ
な
く
接
種
し
て
ぐ
だ
さ

ム
実
施
日
時
場
所

8
月
お
日
(
水
)
市
保
険
衛
生
課

由。月
M
日

(
木
)
市
立
病
院

8
月
お
日
(
金
)
竹
松
出
彊
附

い
ず
れ
も
午
佐
一
時
か
ら
三
時

ま
で
、

ム
当
日
、
実
質
争
徴
集
し
ま
す

保
護
者
の
税
額
が
均
等
割
(
五

百
円
)
以
上
は
二
百
七
十
一
円

均
等
割
同
六
十
八
円
、
非
関
税

者
は
無
料
で
す
。

ム
当
日
は
、
あ
ら
か
じ
め
市
か

ら
該
当
者
に
送
付
し
た
通
知
書

(
ハ
ガ
キ
)
と
母
子
手
帳
を
ど

持
参
く
だ
さ
い
。(
保
険
衛
生
課
)

d 

を

jJi 

と

末

つ

後

』二E弁
アじ

始

A 」仁

tょ

あ

を

(二)

改
正
さ
れ
る
予
定

(
九
月
国
会
)

で
、
乙
れ
が
実
現
し
ま
す
と
一
年

以
上
納
付
し
て
か
ら
の
事
故
で
受

給
す
る
場
合
は
陣
害
年
金
二
万
四

千
四
、

母
子
年
金

一
万
九
千
二
百

円
の
年
金
が
受
給
で
き
る
と
と
と

本
年
四
月
一
日
か
ら
拠
出
直

っ
た
と
き
つ
ぎ
の
警
に
該
当
す
石
な
り
手
。
年
金
額
は
ま
子
一
な
り
ま
す
山
ら
保
険
料
は
ぜ
ぷ

民
年
金
が
実
施
る
れ
て
い
ま
す
が

一る

審

議
一
万
八
百
の
障
害
一
一
人
三

万
二
千
円
で
す
。

一期
限
内
ド
納
め
て
く
だ
さ
い
・

乙
の
制
度
に
よ
り
受
給
で
き
る
年

一福
祉
ま
立
が
支
船
さ
れ
ま
す
。
一
な
お
、
「
三
年
」

を

「

一

年

」

に

一

(

福
祉
事
協
所
)

金
の
う
ち
、
い
ま
す
ぐ
該
当
者
が
一イ

被

保
険
者
に
な
っ
て
三
年
以
一

で
て
く
ぷ
補
完
的
福
祉
年
金
に
つ

一
内
で
堕
暑
に
な
'っ
た
と
き
は

一

じ

ゃ

が

い

も

が

の

被

訟

を

発

見

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一

そ
の
傷
柄
の
初
診
日
に
お
い
て
一

補
完
的
福
祉
年
金
と
は
拠
出
制
一

慰

安

ぎ

た

保
険

料

の

全

部

一

防

除

に

万

全

を

国
民
年
金
に
よ
る
、
け
が
、

そ
の
一

を
納
付
し
て
い
る
と
き
一

他
母
子
世
帯
と
な
っ
た
場
合
な
ど

一
ロ
右
記
保
険
料
は
す
べ
て
免
除
一
じ
ゃ
が
い
も
が
の
ま
ん
延
防
止
に
一
貯
誠
馬
鈴
薯
の
防
除
法

保
険
料
を
三
年
ふ
上
納
付
し
て
い
を
受
け
て
い
る
。
一
つ
い
て
は
か
ね
て
か
ら
と
協
力
主

D
U
1
五
%
訴
訟
馬
鈴
薯

一

ほ
け
れ
ば
傷
害
年
金
、
母
子
年
金

一ハ

右
記
保
険
料
の
一
部
分
を
納
一
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
一

K
す
当
り

u
了

三
M
う
を
粉
衣

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、

保
険
一

め
て
い
て
残
り
の
創
出
は
す
べ
一
昨
年
市
内
の
一
部
で
貯
蹴
馬
鈴
薯
一

す

る

と

と

。

(
農
林
課
)

料
の
納
付
が
三
年
以
円
で
あ
っ
て

一

て
免
除
苧
つ
け
て
い
る
。
一
に
実
害
が

み

ら

れ

ま

し

た

が

、

本

一

ト

も
支
給
き
れ
る
年
金
を
、
補
完
的
一し
二
t
っ

て

、

そ

の

ま

ま

で

保

険

一

一

小

中

学

校

生

徒

会

が

一

7
ヵ

一

年

も

七

月

二
十
八
日
の
調
査
で
貯
一

福
組
年
金
と
い
い
、
障
害
福
祉
年

一料
を

滞

納

し

て

い

て

は

も

ら

え

ま

一

一

水

害

瓦

舞

金

を

寄

託

金
、
母
子
福
祉
年
金
、
老
令
福
祉
一

せ

ん

。

一

蔵
馬
鈴
薯
に
若
令
幼
虫
に
よ
る
被
一

一

一

一

市

内

小

中
学
校
生
徒
会

一
同
は

年
金
の
三
つ
が
あ
り
ま
す
。

一

一害
が
発
見
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
一

今
回
は
障
害
、
母
子
の一一
つ
に
一

母

子

福

祉

年

金

一

乙

の

幼

虫

は

今
秋
ま
で

に

了
一
一一
割

引

諮

問

諸

手

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一

被

保

険
者
に
な
っ
て
一
一一
室
内
石
代
を
お
く
り
、
貯
蔵
露

呈
さ
れ
ま
し
た
。

障

害

福

祉

年

金

一で
を
死
別
し
た
裂
が
、
議
扮
教
一
大
き
な
被
害
柔

よ

ほ
す

乙

と

が

一

(

福

祉

事
務
附
)

拠
出
年
金
の
被
保
険
者
が
病
気

一育
絶
了
前
の
子
を
扶
聾

し

て

い

る

一

一

や
け
が
で
両
手
ま
た
は
両
足
を
矢
一
と
き
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

支
給
要
一

懸
念
さ
れ
ま
す
の
で
、

貯

蔵

袋

一

千

羽

鶴

を

見

舞

に

一舞
い
に
千
羽
鶴
喜

一

組
あ
て
寄

な
っ
た
か
、
あ
る
い
は
、
両
塁

件
は
障
害
福
建

金

と
同
じ
で

一薯
と
く
に
種
子
用
馬
鈴
薯
の
被
害
7
巾
内
三
城
小
学
校
六
年
二
組
一
同
一
託
さ
れ
ま
し
た
。

市
で
は
早

議

見
え
な
い
か
‘

両
耳
が
き
乙
え
な
一
「
傷
病
の
初

雪

」
が

「夫
の
死
一
を
未
然
に
防
が
れ
る
よ
う
お
願
い
一
五
十

一
語
、
長
崎
、

広
島
原
爆
一
原
爆
病
院
に
お
く
り
ま
し
た
。

い
よ
う
な
重
い
身
体
障
害
者
に
な
一亡
し
た
日
」
と
読
み
か
え
る
こ
と
一
し

ま

す

。

一

病
院
に
入
院
し
て
い
る
患
者
の
見

一

(

福

祉
事
務
所
)

川
今
年
は
自
動
電
話
開
通
ぞ
記

念

と

き
の
費
用
】

合
計
額

四

O
、
ゴ
δ
O
円
き
受
け
て
い
た
だ
く
「
電
電
債
く
ら
べ
て
お
安
く
な
っ
て
お
り

…

一
し
て
、
あ
た
ら
し
く
と
り
つ

け

単

独

電

話

月
払
い
も
で
き
ま
す

券
」
は
、

昭
電
公
社
の
全
財
産
ま
ず
か
ら
住
宅
や
利
用
度
数
の
…

一
る
憧
話
も
た
く
さ
ん
準
備
し
ま

加

入

料

三

O

O
円

一
時
に
ま
と
ま
っ
た
お
金
を
準
で
保
証
さ
れ
る
安
全
確
実
な、

少
な
い
と
と
ろ
に
向
い
て
お
り

川

川
し
た
の
で
、
お
申
込
み
が
あ
れ

殻
伽
料

一

O

、

0
0
0
円
備
し
な
く
て
も
よ
い
よ
う
に
、
し
か
も
マ
ネ
ー
ビ
ル
と
し
て
も
ま
ず
。

川
ば
た
や
す
く
お
と
り
つ
け
で

き

電

信

事

訪

月

払

い
の
制
時
か
あ
り
ま
す
、
有
利
な
債
券
で
す
。

毎
月
い
た
だ
く
料
金

…

一
ま
す
。
し
か
し
来
年
か
ら
は
、

債

務

八

O

、

0
0
0円
こ
れ
は
鍔
が
申
込
み
の
か
た

ご
家
庭
む
き

(基
本
料
金
)

川
ほ
か
の
都
市
と
同
じ
扱
い

(一

‘

.

，

.

，

‘

単
独
電
話
共
同
電
話
川

川
定
の
割
当
)
を
つ
け
る
と
と
に

電

告

の

取

付

申

込

み

は

早

め

に

事
務
用

五
O
O
円

三一ニ
O
円
川

川
な
り
ま
す
の
で
、

今
年
の
よ
う

ご
一

コ
コ

ロ

干

占

-
れ

一

住
宅
用

三
五
O
円
二
三
O
円
叩

川
に
は
ど
希
望
ど
お
り
に
は
い
か

(

度

数

料
金
)

…
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
吾

妻

ご

家

庭

む

き

に

は

共

同

電

話

市

内
電
話
を一

回
か
け
る
と

い

川
お
ひ
き
に
な
り
た
い
か
た
は
、

と
に
七
円

一
な
る
べ
く
今
年
臣
、
と
っ
て

合

計

額

九

O

、
一ニ
O
O
円

伝
わ
っ
て
架
設
費
用
会
支
払

の
共
同
電
話

く
わ
し
い
こ
と
は
大
村
襲

…

川
お
か
れ
る
よ
う
、

早
自
に
お
申

共

同

箇

話

い
、
申
込
者
は
そ
の
銀
行

に

月

玉

の
翼
線
を
二
人
の
か
た

電
話
局
蛍
業
係
(
電
話
ニ
九
丸

山
込
み
く
だ
さ
い
。
お
つ
け
す
る
加
入
料

一ニ
O
O
円

払
い
で
返
済
す
る
方
法
で
す
。
が
共
同
で
お
使
い
に
な
る
電
話
五
番
)
へ
お
間
合
わ
せ
く
だ
さ

…

川
と
き
の
費
用
は
つ
ぎ
の
と
お
り

設
備
料

一
O
、
0
0
0円

マ
ネ

l
プ
ラ
ン

で
す
。
共
同
椙
話
は
、
お
つ
げ
い
。

い

い
で
す
。

昭
信
一回
話

に

荷

利

な

債

券

す

る
と
き
の
料
金
も
、
そ
の
後

(
大
村
電
報
筒
話
局
)
山

〔
お
つ
け
す
る

債

券
コ
δ
、

0
0
0円
電
話
を
お
つ
け
す
る
と
き
に
引
の
月
々
の
料
金
も
単
独
電
話
に

補
完
的
福
一
般
年
金
と
は

コR
品
申

A
j
T

'
4・
ド
ル
出
口
中

zq

の
納
付

が
三
年
以
内
で
も
年
金
を
支
給
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隣
接
県
に
豚
コ
レ
ラ
発
生

仔
豚
な
ど
の
移
入
を
禁
止

接
種
を
つ
ぎ
の
日
程
で
実
施
し
ま

ず
か
ら
飼
育
者
は
も
れ
な
く
受
り

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

注
射
の
当
日
大
雨
そ
の
他
の
理

由
で
、
注
射
を
中
止
し
た
場
合
は

あ
ら
た
め
て
農
協
を
通
じ
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

ム
予
防
注
射
日
割

夏
の
暑
さ
の
た
め
豚
の
体
力
が

ま
た
新
規
に
豚
を
飼
育
さ
れ
た
か

ム
松
原
地
区
H
8月
引
日
初
日
犯

消
粍
し、

種
々
病
気
が
増
え
て
い

た
は
関
係
農
協
ま
た
は
市
役
所
、

る
と
き
、
近
ど
ろ
隣
接
の
熊
本
、

家
畜
保
健
所
に
申
出
て
く
だ
さ
い

日

福
岡
、
大
分
県
で
豚
コ
レ
ラ
が
続
移
入
禁
止
県
お
よ
び
発
生
状
況
ム
福
霊
地
区
H
8月
却
目
白
日

ム
竹
松
地
区
H
9
月
5
日
6
日

発
し、

本
県
へ
の
侵
入
が
心
配
さ

熊
本
県
(
宇
土
郡
、
熊
本
市

れ
て
お
り
ま
す
。

県
で
は
七
月
二

天

草

郡、

下
益
城
郡
)
一
O
四

十
八
日
県
告
示
で
つ
ぎ
の
地
域
か

頭

ら
の
仔
豚
の
購
入
、
そ
の
他
感
染

福
岡
県

(朝
窟
郡
、
甘
木
市
、

の
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
の
移
入
を

小

倉
市、

三
井
郡
)
一
三
八
頭

禁
止
し
ま
し
た
の
で
ど
協
力
く
だ

大
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円
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含
む
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徴
収
し
ま
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高23日から
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一、む た投 は マ
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措 あ、 ーワ防
語 る と応 クに
法か安終チつ

に
よ
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て
、
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ク
ワ
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ン

{
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射
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に
よ
る
予
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務
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け
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す
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ク
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第
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施
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で
、
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月
に
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